



















誌、ＣＤに小遣いとアルバイト代を費やした。高校二年の時、こまつ座の座付作家・井上ひさし先生にファンレターを出したら、数日後にとても丁寧な返信を頂戴した。芝居の感想についてお礼の言葉があり、 ﹁自分よりも素晴らしい作家が綺羅星のごとくい す。たとえば、樋口一葉、宮沢賢治、太宰治、室生犀星⋮﹂と作家の名前が列挙してあった。手紙の最後は、 ﹁どうぞたくさん本を読んでください﹂と結ばれていた。
高校卒業後は働くつもりでいたが、書かれてあった作家の作品をできれば全部読んでみたい































































内家小芳と名乗り、漫才の初舞台を踏んだ。無声映画の楽士だった後の玉松一郎と大恋愛の末、一九二八年 結婚して、夫婦でコンビを組み、中国大陸を含む各地を巡業しながら漫才のテクニックを磨いた。一九三七年に吉本興行部にスカウトされて、漫才の本場・大阪の寄席に出演すると、瞬く間に売れっ子芸人の仲間入りを果たす 一九三六年の吉本興行部の専属漫才師は、エンタツ・エノスケ、アチャコ・今男、以下七三 で ワカナ・一郎は七四組目のコンビとして専属契約を結んだ。当初はいわゆる＂ドサまわ ＂の格下芸人として扱われ、一組目、二組目に出演する浅い出番だったが、わずか二カ月でトップクラス数組の漫才師と同じ出番が用意されるほど、短期間に頭角を現した。
二人の漫才の特徴は、女性上位のスタイルと、ワカナの＂しゃべくり＂のテンポ、さらに音



















的音源配信提供参加館館内限定︶として二七タイトル公開されている。また、一九三九年封切の主演映画﹃お伊勢 り﹄ ︵新興キネマ京都／監督森一生／脚本依田義賢︶にも短いとはいえ漫才を演じる場面がある。ワカナの考案し ギャグでいまも使われているものは数多いが、品のよい言葉づかいで話していた が、突如﹁ええかげんにさらせ﹂とか﹁なんぬかしてけつかる﹂と、ガラ悪く一転する落差ギャグと呼ばれるも があり ミヤコ蝶々や京唄子、現在では吉本新喜劇の未知やすえら、女性芸人に継承されている。
伝説の漫才師ミス・ワカナの波乱に満ちた人生は、舞台﹃おもろい女﹄という作品によっ




で共演した、当時一九歳の森光子は、ワカナから﹁森みっちゃん﹂と呼ばれて可愛がられ、主演映画にも声をかけてもらったという。森光子の自伝からも、 ﹁映画を撮れば必ずヒット、舞台に出ればひと月満員で、高座もお客はびっしり。三回公演だと二回しか出ずに帰ることもあります。内心ずるいと思う人 いたようですが そんな特別待遇が認められるほどの大スターで、まわりは始終ぴりぴりしていまし ﹂ ︵森光子﹃人生はロングラン私の履歴書﹄日本経済新聞出版社・二〇〇九年︶ ワカナが別格扱 のスターだったことがわかる。また、漫才についても ﹁男性優位の世の中で女性上位な は漫才くらいでしたから、新鮮な驚きでした﹂ 、﹁毒舌のワカナさんは誇り高い天才でした。私は初めて漫才のすごさを知ったのです﹂と特筆している。
私が﹃おもろい女﹄をはじめて観たのは、一九九八年二月の日生劇場での公 だった。修士
課程に在学中の二四歳の時で、上方漫才の歴史につ て書かれた本 中でしか知らな ったミス・ワカナを、当時七七 森光子の身体を通じて知り 芸人としての＂凄み︵迫力︶ ＂に圧倒された。その後も、 〇〇六年四月の森光子 大阪公演と 藤山直美による二〇一五年六月の東京公演と二〇一八年一一月の兵庫公演を観てきた。実録物の演劇 魅力は、モデルの人物と演じる俳優とが、重なり合ってみえるところにある。戦後まもなく三六歳の若さで急逝したミス・ワカナだが、 人 名女優によって、上 たび 現代によみがえり、稀代 女性芸人としていまも輝きつづけているように感じられる。
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